




























































































本稿では分散形態論（Distributed Morphology：（Halle and Marantz 1993 な
ど6））において提案されている，語形成への統語論的アプローチを採用する．
具体的には，下記の 2 つの仮説が重要である．
（8） 単一動力仮説（Single Engine Hypothesis）
いかなる要素であっても，何かを“組み合わせる”操作は，全て統語
部門（syntax）で行われる．統語部門と独立した，語形成が行われる












 b.   v
 √  v
 tabe  ［+V］
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2. 2　統語的語彙分解と√の種類




 a. Event: hop, kick, push, …
 b. Thing: foal, water, butter, …









（12） a. Manner: oyog, hasir, nagur, ker, …































































（16） a. ko-+√wake: “小さく分けられた状態”
 b. ko-+√futor: “少し太った状態”
 c. oo-+√mooke: “（お金などが）大きく有る状態”
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6 分散形態論における全体的な文法のモデルなどについてはHalle and Marantz


























































決着には至っていない（Embick and Noyer （2007）, Embick （2012）, Harley
（2014））．
18 BECOME や CAUSE と い っ た 状 態 変 化 に 関 わ る 操 作 子（operator） に
c-commandされる場合はstateになる，といった形での分析も考えられる．
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